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 イド (id) – 我々の心の最も原始的な部分は欲動や衝動により動き、無意識のうちに欲求の充足を求める。そして、すべての欲求が平等なのではなく、特にeros(生、性、自己保存)とthanatos（破壊の本能）を欲求するという、フロイドが提唱した概念。
 自我 (ego) – idと超自我をコントロールしながら外界に働きかける意識的な部分。意識的機能と無意識的機能の双方を使い、idと超自我をバランスよく採用し、欲求を充足させつつ、我々が反社会的な行動をとらないようにする。フロイドが提唱した。
 超自我 (super ego) – 自我の一部分が発達してできた部分で、社会の倫理的・道徳的基準が内面化したもの。超自我が自我に対して批判をする批判的機能を持つ。また、自分の理想像である自我理想を設定することで自我をイドの欲望から守る働きを有する。フロイドが提唱した。
 外傷 (trauma)– 心に大きな傷を与える経験のこと。これを思い出すと自我が大きく傷つくため、無意識の世界に抑圧されること。封じ込めきれないとき、苦しみを受ける自我を新しい自我と区分し、多重人格を形成する場合もある。
　防衛機構 (defense mechanism) – 欲動を超自我で押さえると不安が生じるが、一方で超自我の命令を無視して欲動に従った場合には罪悪感が生まれる。これらの不安や罪悪感は自我を傷つけるものだから、自我を守るために無意識のうちにおきる心の様々な動きのこと。
 抑圧 (repression) – 本来存在する欲動を、無意識のうちにないと思わせる。
 置き換え (displacement) – 抑圧された欲求を本来の対象と別の対象に向けること。
 反動形成 (reaction formation) – 実現不能、自ら認められない欲動を無意識のうちに反対の方向に変えてしまう。
 隔離 (isolation) – 事件や出来事から、それに付随した感情を引き離してしまう。これにより現実があたかも映画や小説のように感じられる。(or 思考と感情、感情と行動が切り離される)

 同一視 (identification) – 無意識のうちに本来自己と別のものを自己と同一のものと考えること。
 合理化 (rationalization) –もっともらしい理由・社会が認める理由をつくって自己の行為を正当化すること。
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 政治人 – 様々な価値がある中で権力powerという価値を追求する人間の類型。制度および機能として政治に関わることを指し、政治家や官僚も含まれるが、広く利害調整をする立場にいる人のことを意味する。ラスウェルが提唱した。
 P = p ｝d｝r – 政治人political manは、私的動機(private motives)を公の目的に無意識のうちに転位(displacement)し、公共の利益の名において合理化(rationalization)するということを、フロイド的人間観を前提とするラスウェルが定式化したもの。
 オィデプスコンプレックス – すべての男の初恋の女性は母である。その母の愛を独占したいがゆえに、息子は父を憎悪する。だが、父親のほうが強いから諦めざるを得ない。そういった複雑な感情。
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 強迫型 –経済的には恵まれているが愛情の無い家庭環境で育つと、人は物事を画一的に処理し融通がきかず、感情を表に出さず、また自分の権利が他人に侵されることを嫌うような日常行動をとるようになる人となる。ラスウェルはこのような特徴をもつ性格型が権力を一番の価値と考えると、官僚といわれる政治家タイプになるとした。

 劇化型 – 中流出身の母は息子に過剰な期待を抱き、下流出身の父はDVを振るうなど、緊張感がある家庭環境で育つと、自然と他人の感情や考えを読むことがうまくなり、自己顕著欲が強く、新しさや多様性を好み順応も早いといった日常行動をとるようになる人となる。ラスウェルはこのような特徴をもつ性格型が権力を一番の価値と考えると、扇動家といわれる政治家タイプになるとした。

 冷徹型 – あるきっかけにより、自己の愛や怒りといった情念の全範囲が意識の世界から姿を隠してしまった人の性格型。愛や怒りはほとんど持たず、冷静で無慈悲。革命などがおこっても、感情を殺して生き残ったり返り咲いたりする。ラスウェルはこのような日常行動をもつ性格型が権力を一番の価値と考えると、外交官や仲裁者などの政治家タイプになるとした。
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 階級社会 –対立する階級から成立する社会を表すマルクス主義の概念。自由かつ平等な個人は幻想であるとし、社会が個人の集積であるという考え方を否定した。

 階級闘争 – 支配・被支配階級間の闘争を表すマルクス主義の概念。人類の歴史は、生産手段を独占する支配階級と、その搾取・抑圧を受ける被支配階級との階級闘争によって発展したと考えられた。近代社会においては、資本家階級が支配者階級、労働者階級が被支配者階級である。

 マルクス主義観の国家 – 歴史発展段階において支配的な階級が、その支配を貫徹できるように作り出した一種の暴力装置。暴力装置が必要なのは、階級間で利害が対立する社会において階級闘争が潜在的に存在し、支配者階級が自身の特権を守る必要があるからである。
 Sc = f (P, Cf) – 我々の社会は、権力を巡る階級闘争によって動いている。
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 多元的民主主義 – 政治社会は多種多様な利益団体から構成されており、公共政策はそれらの団体の間での対立、競争、そして調整の中から生まれると考える。公共政策が一部のエリートによって決められているエリート主義と対立する概念。代表的な論者はダ―ル。（講義で扱ってないのでたぶん出ない。ただ教養のために笑）
 議会主権論 –
 立憲主義 – ロックの議会主権論に基づいて、国家権力は法によって定められ、法に基づいて行使されるという考え。
 人民主権論 – 人々がある決定の意思表明に全員参加し(意思の一般性)、その意思が個別の利益ではなく公共の利益を実現するものであれば(意思対象の一般性)、最高の意思であり、擬制人格、あるいは共同自我である一般意思が形成される。それゆえ主権は人民のもとに存するというルソーの考え。
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 Sc = Max (G, Ir) – 政治決定は単に一人や少数の意思ではなく、大多数の人民の意思により、その公共利益の実現のものでなければならない。
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 ポリアーキー – デモクラシーから価値的側面を切り離した、具体的な政治体制を示す概念。公的異議申立てと政治参加の権利の二つの度合いが高まるにつれて、ポリアーキーに近づくと、ダールが提唱した

(しかし、ポリアーキーに到達することはない)。
 閉鎖的抑圧体制 –公的異議申立てと政治参加の権利の度合いが著しく低い状態。
 競争的寡党体制 –公的異議申立ての機会は進んでいるが、政治参加の権利が乏しい状態。権力は批判されているものの、実際に政治参加できるものはごく一部に限られる。
 包括的抑圧体制 –公的異議申立ての機会は乏しいが、政治参加の権利は進んでいる状態。誰もが選挙を通じて政治参加できるが、政治権力を批判することは出来ない。
 準ポリアーキー –公的異議申立てと政治参加の権利が進んでいて、ポリアーキーに進行しつつある状態。



